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申請の概要 

術後の嗄声や声帯麻痺は、挿管操作、気管チューブによる損傷やカフの圧迫によって発生することが多く、これまでにも複数の報

告がある。そこで大阪歯科大学附属病院にて過去 3年間に施行した全身麻酔症例の麻酔記録を基に挿管方法、挿管者、カフ容量、手

術内容、麻酔時間などを後ろ向きに調査する。加えて新たに挿管時のカフ圧および容量決定を 2種類のカフ圧計を用いることによっ

てカフの容量だけではなくカフ圧を設定、記録する。過去のデータと合わせ評価することによって適正なカフ圧を見出し、カフの圧

迫が気道および周囲の神経に与える影響を明らかにすることができれば、術後の嗄声や声帯麻痺発生を予防することができるものと

期待される。 


